
１　
序　
「
教
材
論
史
」に
よ
る
主
題
の
定
置
を
巡
っ
て

　
『
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
』
は
、
葉
山
嘉
樹
の
代

表
作
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」

を
象
徴
す
る
文
学
教
材
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
高
校

現
場
で
も
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
「
教
材
論
」
か

ら
の
主
題
把
握
は
幾
つ
か
あ
り
、
一
つ
目
は
、
増
田
修

氏
（『
生
徒
と
つ
く
る
文
学
の
授
業
』
創
風
社
）
の

「
危
険
極
ま
る
労
働
者
の
連
帯
の
叫
び
」「
労
働
疎
外
か

ら
の
人
間
回
復
」
と
い
う
主
題
で
、
二
つ
目
は
、
祖
父

江
昭
二
氏
（『
国
語
科
通
信
』
第
六
十
七
号
）
の
「
与

三
の
魂
」
の
成
長
や
「
新
女
性
の
誕
生
」
に
着
目
す
る

主
題
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
田
中
実
氏

（『
読
み
の
ア
ナ
ー
キ
ー
を
超
え
て
』
右
文
書
院
）
の

「
語
り
手
」
論
か
ら
再
考
察
す
る
主
題
も
脚
光
を
浴
び

て
い
る
〈
註
１

〉。
が
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
「〈
愛
〉
を
語

る
珠
玉
の
短
編
」
と
い
う
主
題
の
問
題
提
起
を
行
っ
た

の
が
、
小
野
牧
夫
氏
（『
国
語
・
文
学
教
育
の
研
究
』

秀
英
出
版
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
私
は
支
持
し
た
い
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
は
「
労
働
疎
外
」
が
主
題
で
あ
る

こ
と
は
誰
も
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
矮
小
化

せ
ず
に
、
多
面
的
な
作
品
把
握
の
た
め
に
、
言
語
教
育

を
基
礎
基
本
と
し
つ
つ
、
形
象
を
最
重
視
し
「
作
品
の

総
合
化
」
を
重
層
的
に
模
索
し
た
小
野
氏
の
「
愛
情
」

論
は
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
。
小
林
多
喜
二
も
「
女
主

人
公
の
態
度
で
、
立
派
に
自
然
主
義
文
学
か
ら
抜
き
出

て
い
る
」（
日
記
）
と
『
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
』
を

称
賛
す
る
。
高
校
で
は
『
羅
生
門
』、『
山
月
記
』
等
文

学
の
授
業
を
展
開
す
る
が
、
生
徒
に
最
も
衝
撃
を
与
え
、

そ
の
脳
裏
に
刻
ま
れ
た
の
が
本
作
品
で
あ
る
。
ど
ん
な

「
物
語
」
が
紡
が
れ
、
何
が
生
徒
の
心
を
捉
え
る
の
か
。

そ
の
解
明
こ
そ
が
本
旨
で
あ
る
。
最
初
に
本
実
践
の

「
目
的
」
四
点
を
掲
げ
、
私
の
論
考
を
展
開
し
た
い
。

①　
「
言
語
教
育
」
の
理
念
の
も
と
音
読
を
重
視
す

る
新
た
な
「
読
み
」
と
、「
総
合
化
」
へ
の
試
み
。

②　

微
分
化
す
る
諸
「
形
象
」
に
よ
る
解
析
と
、
そ

の
絡
み
合
い
か
ら
作
品
に
描
か
れ
た
人
間
の
本
質

に
多
面
的
総
合
的
に
迫
る
「
読
み
」
の
模
索
。

③　

手
紙
の
機
能
を
把
握
し
、
文
体
の
特
徴
と

「
ね
」「
よ
」
等
の
助
詞
の
巧
み
さ
と
、
そ
の
意
味

付
け
を
把
握
し
な
が
ら
作
品
の
主
題
を
追
求
。

④　
「
労
働
疎
外
」
の
実
態
を
把
握
し
、
人
間
愛
、
優

し
さ
、
強
さ
を
論
究
す
る
新
「
読
み
」
論
の
提
示
。

２　
「
描
写
」
を
形
象
的
に
把
握
す
る
言
語
教
育

　

で
は
、
早
速
本
作
品
の
「
形
象
的
」
な
解
読
を
行
う
。

　

第
一
段
落
（「
手
紙
」
以
前
の
部
）
で
特
徴
的
な
こ

と
は
、「
身
体
論
」〈
註
２

〉
で
告
発
さ
れ
る
過
酷
な
労
働

実
態
だ
。（
こ
の
過
酷
な
労
働
の
「
身
体
論
」
は
、
一

切
が
セ
メ
ン
ト
に
な
っ
た
労
働
者
の
「
骨
肉
・
血
」
と

連
動
し
、
最
後
は
、
誕
生
す
る
「
子
供
の
姿
＝
身
体

像
」
へ
昇
華
さ
れ
る
、
重
要
な
要
素
だ
。）

　

ま
た
、
冒
頭
二
つ
の
「
形
式
段
落
」
で
は
、
異
常
な
読

点
の
連
続
（
絵
画
的
表
記
。
詩
的
独
立
性
。
新
感
覚
派

の
影
響
大
）
が
見
ら
れ
、
一
文
が
長
く
、
音
読
す
る
場
合
、

意
図
的
な
非
「
流
麗
さ
」
も
演
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

八
回
も
多
用
す
る
「
鼻
」（
身
体
論
）
で
一
気
呵
成
に

過
酷
な
労
働
を
語
る
表
現
で
、
そ
の
本
質
に
肉
薄
す
る
。

　

そ
の
象
徴
的
な
描
写
は
、「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ

う
な
」「
石
膏
細
工
の
よ
う
な
」
の
直
喩
描
写
を
照
射
す

る
。
ま
た
、
灰
色
の
セ
メ
ン
ト
で
覆
わ
れ
た
鼻
の
中
に
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
、
与
三
の
全
動
作
の
自
由
を
奪
う
悲

惨
さ
で
鼻
毛
を
「
し
ゃ
ち
こ
ば
ら
せ
て
い
る
」
造
形
物

の
如
き
も
の
を
も
作
る
。
こ
の
像
の
「
鉄
筋
」
に
当
た

る
の
は
何
か
と
生
徒
に
質
問
す
る
と
「
鼻
毛
」
と
即
答
。

　
「
セ
メ
ン
ト
」
と
こ
ね
回
さ
れ
る
「
水
」
の
役
割
を
肉

体
の
「
鼻
水
」
が
果
た
し
ユ
ー
モ
ア
に
残
酷
さ
が
絡
ま

る
。
こ
の
描
写
は
、
北
国
の
厳
冬
期
、「
鼻
毛
の
氷
結
」

「
希
望
説
」「
閉
塞
感
説
」
対
「
覚
悟
説
」
の
相
克

―
謎
解
き
『
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
』
実
践
―
　
北
海
高
等
学
校　

荒
木
美
智
雄
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㊀
　「
立
派
に
セ
メ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
」

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
表
現
を
総
合
的
に
解
析
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
立
派
な
（
連
体
形
）」
に
あ
ら

ず
、「
立
派
に
（
連
用
形
）」
と
明
確
な
意
図
で
表
現
さ

れ
る
。
前
者
の
、「
優
れ
た
」「
最
高
の
」
と
い
う
意
の
、

連
体
修
飾
で
は
な
い
。
こ
の
意
で
理
解
す
る
と
、「
皮

肉
・
逆
説
」
に
矮
小
化
さ
れ
、
読
み
間
違
う
。
こ
の

「
立
派
に
」
は
、「
皮
肉
」
以
上
の
、
セ
メ
ン
ト
の
完
成

型
に
完
全
無
欠
に
な
り
き
っ
た
と
い
う
こ
と
の
「
事
実

確
認
」（「
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
動
詞
に
か
か
る
連
用

修
飾
）
の
働
き
を
し
て
い
る
。
こ
の
伏
線
上
に
、
後
述

の
「
前
言
撤
回
」
で
「
そ
れ
相
当
な
働
き
」
を
す
る
恋

人
の
存
在
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

　
「
は
げ
し
い
音
に
呪
い
の
声
を
叫
び
な
が
ら
」
の

「
音
」「
声
」
は
「
恋
人
が
粉
砕
筒
に
入
り
細
か
く
砕
か

れ
骨
肉
が
セ
メ
ン
ト
と
化
す
一
瞬
の
声
、
爆
発
音
」
で

あ
る
と
同
時
に
、「
女
工
の
内
面
で
響
い
た
、会
社
の〈
利

潤
第
一
主
義
〉
へ
の
恨
み
の
声
」
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、「
立
派
に
セ
メ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
」
に
は
、「
恋

《
人
》
を
救
わ
な
い
会
社
が
、
立
派
な
製
品
を
完
成
さ

せ
る
と
い
う
皮
肉
」「
人
よ
り
利
潤
を
重
ん
じ
る
会
社
へ

の
憤
り
」、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
「
死
ん
で
も
な
お
会
社

の
た
め
に
役
立
つ
立
派
で
誠
実
な
恋
人
の
、
人
間
的
な

完
成
を
思
う
」
と
い
う
錯
綜
し
た
心
情
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
私
た
ち
は
把
握
し
た
。
ま
た
、「
忍
び
な
い
」
と

い
う
叙
情
世
界
を
超
越
し
た
、
近
代
社
会
で
の
女
工
の

精
神
的
「
自
立
」
の
表
現
と
も
十
分
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

㊁
　
セ
メ
ン
ト
の
使
用
場
所
の
「
前
言
撤
回
」

　

恋
人
の
体
が
含
ま
れ
た
セ
メ
ン
ト
が
、
貴
婦
人
が
鑑

（
読
者
）
が
手
紙
を
違
和
感
な
く
受
容
し
た
不
思
議
、

❸
手
紙
の
中
に
「
死
」
が
一
度
も
使
用
さ
れ
な
い
不
思

議
だ
。「
揺
ら
ぎ
」
は
、
❶
「
個
人
的
悲
劇
」
と
「
労

働
者
全
体
の
運
命
」
の
二
項
対
立
の
「
揺
ら
ぎ
」、
❷

「
死
」
と
「
生
」
と
い
う
「
揺
ら
ぎ
」
だ
。
作
品
に
は
、

こ
れ
ら
が
並
行
し
て
内
在
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

「
手
紙
」
論
〈
註
４

〉
か
ら
の
解
明
が
、
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

「
女
工
」
か
ら
与
三
（
読
者
）
の
手
に
渡
る
「
謎
の
手

紙
」
は
、
作
品
の
主
旋
律
そ
の
も
の
だ
。
手
紙
と
い
う

手
段
は
、「
不
思
議
」
の
決
定
的
な
要
因
で
あ
る
と
同

時
に
、〈
①
情
報
の
精
度
の
高
さ
、
②
非
公
開
性
、
③

保
存
性
〉
と
い
う
機
能
を
担
保
す
る
。「
他
の
人
に
は

言
わ
な
い
が
、
あ
な
た
だ
け
に
は
伝
え
る
」
と
い
う

「
非
公
開
」
の
精
度
の
高
い
隠
蔽
は
、
発
信
者
と
の
距

離
を
縮
め
る
。
そ
し
て
、
手
紙
の
後
半
で
は
「
あ
の
人

（
恋
人
）」
と
「
あ
な
た
（
与
三
）」
の
連
続
が
、
我
々

《
読
者
》
を
「
与
三
」
と
化
し
、
三
位
一
体
の
「
舞
台

装
置
」
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
手
紙
」
論
は
、

重
要
か
つ
、
斬
新
な
問
題
提
起
で
あ
り
、
謎
解
明
の
大

き
な
鍵
と
な
る
と
私
は
推
察
す
る
。

４　
「
手
紙
」
の
中
の
表
現
上
の
謎
と
そ
の
解
明

　
「
手
紙
」
を
読
む
と
、「
謎
」
が
五
点
提
起
さ
れ
る
。

㊀　
「
立
派
に
セ
メ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
」
の
謎

㊁　

セ
メ
ン
ト
の
使
用
場
所
の
「
前
言
撤
回
」
の
謎

㊂　
「
私
の
恋
人
」
か
ら
「
あ
の
人
」
へ
の
転
換
の
謎

㊃　

末
尾
の
「
わ
」「
ね
」「
よ
」
の
謎

㊄　
「
ボ
ロ
」
か
ら
「
切
れ
（
裂
）」
へ
の
転
換
の
謎

だ
。
順
に
論
究
し
た
い
。

で
経
験
済
み
の
道
内
の
生
徒
た
ち
は
、
妙
に
納
得
す
る
。

　

与
三
は
、
業
務
終
了
間
際
に
木
の
箱
を
樽
か
ら
発
見

す
る
。
帰
宅
す
る
途
中
で
の
、
恵
那
山
の
自
然
描
写
は
、

自
然
主
義
文
学
を
超
越
し
た
「
美
」
で
あ
る
と
同
時
に
、

物
語
の
伏
線
を
見
事
に
紡
ぐ
。「
白
い
泡
」
は
恵
那
山

の
「
雪
」
を
暗
示
し
、「
木
曽
川
の
水
が
白
く
泡
を
嚙

ん
で
、
吠
え
て
い
た
」
と
い
う
擬
人
法
は
、
酒
さ
え
飲

め
ず
、
子
の
誕
生
で
一
層
の
生
活
難
に
見
舞
わ
れ
よ
う

と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
発
電
所
の
完
成
が
近
づ
き
、
失

業
す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
、「
こ
の
世
の
中
で
も
踏
み
つ

ぶ
す
気
」
に
な
る
与
三
の
自
棄
的
な
気
分
を
暗
示
す
る
。

そ
の
端
的
な
表
現
が
「
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
る
子
供
」「
こ

の
寒
さ
を
目
が
け
て
産
ま
れ
る
子
供
」
と
重
な
る
が
、

こ
れ
を
形
象
的
な
読
解
で
理
解
し
、「
総
合
化
」
的
な

鑑
賞
を
一
層
深
め
た
い
と
私
は
考
え
た
。

　

ま
た
、
物
価
に
つ
い
て
の
詳
細
な
叙
述
が
あ
る
の
で
、

「
十
一
時
間
労
働
」
と
日
当
に
つ
い
て
、「
数
学
」
的
思

考
で
読
解
し
た
。
労
働
時
間
は
、
恵
那
地
方
の
日
の
入

り
・
日
の
出
を
考
慮
す
る
と
「
朝
五
時
半
〜
夕
方
五
時

（
昼
休
憩
等
が
合
計
三
〇
分
）」
と
な
る
。
日
当
は
現
在

の
約
二
五
二
〇
円
と
い
う
安
さ
だ
〈
註
３

〉。

　

さ
ら
に
、「
子
供
」
の
捉
え
方
や
、「
ボ
ロ
」
と
い
う

表
記
等
は
、「
与
三
の
魂
」
の
変
化
の
伏
線
で
あ
り
、

祖
父
江
氏
の
「（
与
三
）
成
長
論
」
の
把
握
と
重
な
る
。

３　
「
手
紙
」
論
に
よ
る
、
女
工
の
訴
え
の
解
釈

　

こ
の
小
説
で
は
、
作
者
が
読
者
を
作
品
世
界
に
導
く

三
つ
の
「
不
思
議
」
と
二
つ
の
「
揺
ら
ぎ
」
が
小
説
の

骨
格
を
な
す
。「
不
思
議
」
は
、
❶
女
工
が
こ
の
手
紙

を
不
特
定
の
相
手
に
向
け
て
綴
っ
た
不
思
議
、
❷
与
三
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の
断
片
を
繫
ぎ
、
再
び
源
に
還
流
さ
せ
る
働
き
を
な
す
。

　

こ
ん
な
「
汚
い
布
」
は
、
恋
人
に
し
か
価
値
は
な
い

が
、
な
ぜ
、
不
特
定
の
読
者
（
手
紙
の
受
け
手
）
に
託

す
の
か
、
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
生

徒
は
「
戒
め
」「
同
じ
労
働
者
へ
の
理
解
」「
愛
の
結
晶

を
示
す
こ
と
で
共
感
を
促
す
」「
手
紙
へ
の
返
事
を
促

す
」「
お
守
り
」
等
、
多
様
な
読
み
取
り
を
行
っ
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
は
、「
作
中
で
は
『
あ
の
人
は

西
へ
も
東
へ
も
、
遠
く
に
も
近
く
に
も
葬
ら
れ
て
い

る
』
と
言
わ
れ
、
様
々
な
建
造
物
が
『
墓
標
』
と
い
う

機
能
を
持
つ
。
そ
れ
と
同
様
に
、『
裂
』
は
、
女
工
が

恋
人
を
一
生
胸
に
刻
み
、
自
分
た
ち
労
働
者
と
同
じ
世

界
に
住
む
者
と
捉
え
る
『
証
』
で
あ
る
」
と
読
み
解
い

た
。
こ
れ
は
「（
労
働
者
の
）
連
帯
論
」
で
は
な
く
、

エ
ロ
ス
以
上
の
「
人
類
愛
」
を
志
向
す
る
も
の
と
「
深

読
み
」
を
し
た
が
、
批
判
を
請
い
た
い
。

５　
「
七
人
目
の
子
供
を
見
た
」
の
解
析

　

最
後
は
、
場
面
を
変
え
、
与
三
の
自
宅
で
の
描
写
で

あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
研
究
会
で
も
、
ま
た
教
室
内
で
も
、

「
七
人
目
の
子
供
」
に
対
す
る
「
希
望
説
」
と
「
閉
塞

感
説
」
で
激
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
ど
の
説
を
取
る
か
が

主
題
に
直
結
す
る
が
、
多
様
な
読
み
を
意
図
的
に
誘
発

す
る
こ
の
重
要
部
分
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
再
検
証
す
る
。

　

手
紙
の
前
の
部
分
同
様
に
、
読
点
が
「
強
調
」
の
役

割
を
果
た
し
、「
作
者
の
視
点
」「
語
り
」
を
焦
点
化
す

る
。「
松
戸
与
三
は
、」「
湧
き
か
え
る
よ
う
な
、」
で
、

行
動
主
体
、
与
三
の
姿
を
映
像
化
し
、「
子
供
」
を
未
来

に
託
す
希
望
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
。

　

経
済
的
事
情
か
ら
酒
な
ど
飲
め
な
い
は
ず
の
与
三
の

用
し
、
表
現
を
和
ら
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
ね
」「
よ
」

も
混
在
し
、
女
工
の
最
後
の
願
い
を
読
者
に
的
確
に
伝

え
る
文
末
に
な
っ
て
い
る
。「
こ
れ
は
『
女
学
生
こ
と

ば
』
で
あ
り
、
手
紙
の
投
稿
文
化
や
文
通
文
化
の
典
型

で
あ
る
」
と
い
う
楜
沢
健
氏
の
指
摘
〈
註
５

〉
は
、
鋭
い
。

ま
た
、
楜
沢
氏
が
「
作
品
と
投
稿
文
化
と
の
共
通
点
は
、

『
繰
り
返
し
返
事
を
要
求
』『
女
性
の
手
紙
の
定
型
を
逸

脱
』『
自
己
の
身
上
を
訴
え
、
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
し

て
の
性
格
を
強
調
』
等
の
点
だ
」
と
い
う
の
も
、
同
様

に
鋭
い
指
摘
だ
。
一
方
、
楜
沢
氏
の
「『
女
工
哀
史
』

等
の
関
連
で
考
察
す
れ
ば
、《
女
工
》
は
『
半
人
前
の

子
ど
も
だ
』」
と
い
う
類
推
は
、
可
能
だ
が
、
葉
山
嘉

樹
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
「
女
工
」
と
い
う
名
称
を

選
定
し
た
理
由
も
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の

手
紙
の
「
愛
を
語
る
手
紙
」
と
い
う
性
格
、
ま
た
「
文

学
を
文
学
と
し
て
読
む
」
と
い
う
原
則
的
な
視
点
か
ら
、

女
工
は
恋
人
を
失
っ
た
二
十
歳
前
半
の
工
場
労
働
者
の

「
女
性
」
で
あ
る
と
私
は
捉
え
た
い
。

　
　

㊄
　「
ボ
ロ
」
か
ら
「
切
れ
（
裂
）」
へ
の
転
換

　

教
科
書
で
は
「
切
れ
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
で
破
壊
さ
れ
た
衣
類
の
形
象
か
ら

「
裂
」
を
支
持
し
た
い
。「
切
れ
」
で
は
、
普
通
の
布
切

れ
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、「
裂
」
に
な
る
と
、
骨
肉
が
セ
メ

ン
ト
化
し
た
恋
人
の
、「
粉
砕
」
さ
れ
る
過
程
が
前
影
化

さ
れ
、強
烈
な
衝
撃
を
与
え
る
。
手
紙
の
冒
頭
で
は「
ボ

ロ
」
と
あ
え
て
表
記
し
、
そ
の
形
状
を
リ
ア
ル
に
伝
え

る
だ
け
だ
が
、
労
働
の
過
酷
さ
を
物
質
的
に
示
す
、「
石

の
粉
」「
汗
」
に
ま
み
れ
た
「
裂
」
は
、
女
工
と
恋
人
を

結
ぶ
「
愛
情
」
を
物
語
る
。
ま
た
、
散
在
す
る
「
肉
体
」

賞
す
る
劇
場
の
廊
下
で
下
足
に
ま
み
れ
た
り
、
大
資
本

家
の
財
産
を
守
る
「
防
壁
」
と
な
り
労
働
者
の
デ
モ
隊

を
防
御
す
る
役
割
を
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
等
の
こ
と
を
、

女
工
は
心
情
的
に
完
全
に
拒
否
す
る
。
し
か
し
そ
れ
を

「
い
い
え
、
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
ど
ん
な
所
に
で
も
使

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
打
ち
消
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

恋
人
に
対
し
て
「
気
性
の
し
っ
か
り
し
た
人
」「
相
当

な
働
き
」
と
い
う
賞
賛
と
愛
の
言
葉
を
贈
る
た
め
と
い

う
明
確
な
意
図
が
あ
る
。

　
　

㊂
　「
私
の
恋
人
」
か
ら
「
あ
の
人
」
へ
の
転
換

　

こ
れ
は
、
ど
う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

従
来
の
理
解
で
は
「
手
紙
の
機
能
に
よ
る
、
特
定
者

へ
の
呼
び
か
け
」「
セ
メ
ン
ト
で
あ
る
物
体
〈
恋
人
〉

に
よ
る
純
化
機
能
と
し
て
の
エ
ロ
ス
（
恋
人
か
ら
の
抱

擁
）
の
記
憶
の
刻
印
（
甦
り
説
）」
と
解
さ
れ
て
き
た

が
、
私
は
、
別
の
観
点
か
ら
、
こ
の
転
換
に
は
次
の
三

つ
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
た
い
。

①　

遠
い
位
置
…
〈
私
の
恋
人
〉
と
い
う
存
在
の
具

象
が
消
滅
し
、
遠
い
実
在
と
な
っ
た
と
い
う
意
味

②　

過
去
と
現
在
…
恋
人
の
悲
惨
な
事
故
に
よ
る
死

と
い
う
過
去
が
、
手
紙
と
い
う
現
在
に
よ
り
、
明

確
化
さ
れ
る
と
い
う
意
味

③　

関
係
性
…
具
体
的
な
生
身
の
人
間
が
死
ん
で
あ

の
世
に
逝
っ
た
象
徴
性
の
確
立
と
い
う
意
味

だ
。
明
確
さ
を
欠
き
つ
つ
、
い
や
む
し
ろ
不
明
確
な
連

体
詞
「
あ
の
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
多
元
性
」
を
発
揮

す
る
、
効
果
的
な
表
現
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

㊃
　
末
尾
の
「
わ
」「
ね
」「
よ
」

　

女
性
特
有
の
言
葉
、
終
助
詞
「
わ
」
を
効
果
的
に
使
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―
「
子
供
を
見
た
」
は
、
子
供
の
命
に
全
責
任
を

負
う
オ
ヤ
ジ
の
覚
悟
だ
よ
。

―

　

逃
げ
ら
れ
ず
壊
せ
な
い
、
覚
悟
が
な
け
れ
ば
生
き
て

行
け
な
い
世
界
。
そ
の
覚
悟
は
、「
い
い
悪
い
」
の
範

疇
を
超
え
た
、「
現
実
の
先
に
あ
る
厳
し
さ
」
全
て
を

飲
み
こ
ん
で
生
き
る
労
働
者
の
切
実
な
「
覚
悟
」
だ
、

と
い
う
提
起
（「
覚
悟
説
」）
を
受
け
、
感
動
し
た
。

「
希
望
」「
閉
塞
」
と
は
違
っ
た
、「
覚
悟
」
に
焦
点
を

当
て
る
第
三
の
「
読
み
」
か
ら
、
国
語
教
育
は
無
限
の

可
能
性
を
秘
め
、
絶
え
ず
「
更
新
」
す
る
「
読
み
」
を

目
指
す
べ
き
だ
と
、
私
は
、
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

世
界
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
希
望
を
、
全

て
の
源
泉
で
あ
る
「
命
」
に
か
け
た
表
現
だ
と
信
じ

た
い
。
二
つ
目
は
、「
決
意
」
で
あ
る
。
本
文
の
「
ウ

ヨ
ウ
ヨ
↓
湧
き
か
え
る
」、「
か
か
あ
↓
細
君
」
へ
の

変
化
は
、
紛
れ
も
な
く
与
三
の
父
と
し
て
の
意
識
変

化
で
あ
り
、
大
黒
柱
と
し
て
の
意
識
の
変
化
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
変
化
と
は
、
子
供
た
ち
を
、
妻
を
、

守
り
幸
せ
に
す
る
の
だ
と
い
う
「
決
意
」
の
芽
生
え

で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
決
意
」
が
行
動
と
し
て
表
現
さ

れ
た
の
が
、
最
後
の
一
文
だ
。
受
動
的
、
自
虐
的
な

現
実
逃
避
の
そ
れ
で
は
な
い
。
自
分
が
父
と
し
て
、

労
働
者
と
し
て
能
動
的
な
使
命
の
も
と
閉
塞
感
あ
ふ

れ
る
現
実
を
、「
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
「
決
意
」
と
私
は
捉
え
た
い
。（
生
徒
Ｗ
．
Ｈ
．）

　

一
方
、
こ
う
し
た
希
望
説
と
は
異
な
り
、
田
中
実
氏

は
、「
女
工
の
張
り
つ
め
た
文
体
の
中
に
彼
女
の
愛
と

連
帯
の
訴
え
が
託
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

や
逆
に
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
愛
と
連
帯
の
訴
え
に
よ
っ

て
、
職
場
と
家
と
の
二
重
の
閉
塞
状
況
に
あ
る
与
三
が

い
っ
そ
う
自
身
を
解
体
さ
せ
て
い
く
」、「
虚
無
的
な
自

己
崩
壊
」
と
重
層
的
に
読
み
取
っ
て
い
る
。
授
業
で
も
、

希
望
説
に
納
得
し
な
い
生
徒
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。

６　
結　
「
希
望
説
」「
閉
塞
感
説
」に
対
す
る
第
三
の
説

　
「
希
望
説
」
と
「
閉
塞
感
説
」
は
対
立
し
、
主
題
理
解

の
問
題
を
含
め
て
、
私
た
ち
に
「
解
」
を
強
く
求
め
る
。

そ
ん
な
中
、〈
あ
る
読
み
〉
が
、
全
国
研
究
大
会
〈
註
６

〉 

で
発
表
さ
れ
、
激
震
が
走
っ
た
。
そ
れ
は
、
子
を
持
ち

定
時
制
高
校
に
通
う
「
あ
る
生
徒
」
の
切
実
た
る
意
見

で
あ
っ
た
。
彼
は
語
る
。

手
に
は
、
な
ぜ
か
酒
が
あ
り
、「
へ
べ
れ
け
」「
ぶ
ち
壊
し

て
」
と
ア
ナ
ー
キ
ー
的
表
現
が
用
い
ら
れ
る
が
、
結
局
こ

の
行
為
主
体
を
否
定
す
る
不
可
能
的
願
望
の
「
ぶ
ち
壊
し

て
み
て
え
な
あ
」
は
、
作
者
の
「
語
り
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

す
か
さ
ず
「
細
君
」（「
か
か
あ
」）
は
、「
子
供
た
ち

を
ど
う
し
ま
す
」
と
現
実
世
界
に
引
き
戻
す
。
そ
し
て
、

帰
結
は
「
七
人
目
の
子
供
を
見
た
」
で
あ
る
。
他
動
詞

の
「
見
た
」
は
、「
生
を
」
見
た
の
で
あ
り
、
生
ま
れ

る
こ
と
の
確
認
と
肯
定
で
あ
る
ゆ
え
に
、
私
も
、
必
然

的
に
「
希
望
説
」
を
取
る
。

　

こ
こ
で
、
私
の
前
任
校
、
北
海
道
長
沼
高
校
で
の
実

践
（
二
〇
一
四
年
五
月
）
で
生
徒
が
書
い
た
「
希
望

説
」
か
ら
の
意
見
文
を
紹
介
し
よ
う
。

　

作
者
の
葉
山
嘉
樹
は
何
を
思
っ
て
本
文
の
最
後
に

与
三
は
「
七
人
目
の
子
供
を
見
た
」
と
記
し
た
の
だ

ろ
う
か
。「
希
望
」、
あ
る
い
は
「
閉
塞
感
」
か
。
彼
の

過
酷
な
労
働
と
貧
困
を
み
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
「
絶
望
」

に
集
約
さ
れ
る
作
品
。
松
戸
家
の
生
活
は
、
新
た
な

「
七
人
目
の
子
供
」
が
そ
の
極
貧
の
家
計
を
ま
す
ま
す

圧
迫
す
る
の
は
明
ら
か
だ
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
七

人
目
の
子
供
」
が
無
事
に
成
長
し
、
社
会
に
出
た
と

し
て
も
果
た
し
て
そ
こ
は
幸
せ
な
世
界
だ
ろ
う
か
。

父
同
様
に
極
貧
生
活
に
喘
ぎ
、
女
工
の
恋
人
の
如
く

惨
殺
さ
れ
る
世
界
で
は
な
い
と
言
い
切
れ
な
い
現
実
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
作
者
が
「
七
人
目
の
子
供
」

に
託
し
た
の
は
、「
希
望
」
だ
と
信
じ
た
い
。
理
由
は

二
点
だ
。
一
つ
目
は
、
父
親
と
し
て
の
新
た
な
「
命
」

へ
の
期
待
だ
。
与
三
の
父
と
し
て
の
思
い
を
く
め
ば
、

先
程
の
「
絶
望
の
中
で
も
」
次
世
代
を
担
う
子
供
が

〈
註
１

〉 

角
谷
有
一
「
作
品
の
深
み
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
と
る
」

（『
月
刊
国
語
教
育
』二
〇
〇
〇
年
五
月
号
、東
京
法
令
出
版
）。

〈
註
２

〉 

髙
橋
博
史
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」（『〈
新
し
い
作

品
論
〉
へ
、〈
新
し
い
教
材
論
〉
へ
』
右
文
書
院
）。

〈
註
３

〉 『
値
段
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
風
俗
史
』（
週
刊
朝
日
編
）

に
よ
る
と
、
大
正
十
五
年
、
米
十
㎏
が
三
円
二
〇
銭
で

あ
っ
た
。
現
在
は
十
㎏
で
約
四
二
五
〇
円
と
し
、
与
三

の
日
当
を
現
在
の
金
額
に
換
算
し
た
。

〈
註
４

〉 

加
藤
邦
彦
「
届
け
ら
れ
た
手
紙
、
送
ら
れ
る
返
信
」（『
梅

光
学
院
大
学
論
集
』
第
四
十
五
号
、
梅
光
学
院
大
学
）。

手
紙
が
不
特
定
の
相
手
に
書
か
れ
、
ま
た
、
そ
れ
で
も

受
容
さ
れ
た
の
は
、
手
紙
の
「
精
度
の
高
さ
」、
私
信
の

「
匿
名
性
」
か
ら
で
あ
り
、「
死
」
と
い
う
語
の
回
避
は
、

恋
人
の
死
を
受
容
し
た
く
な
い
心
情
か
ら
で
あ
る
。

〈
註
５

〉 

楜
沢
健
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
お
化
け
」（『
国
文
学
研
究
』

第
一
二
六
集
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
）。

〈
註
６

〉 「
教
育
研
究
全
国
集
会
」（
二
〇
一
四
年
八
月
一
七
日
、

高
松
市
）。
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